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は
じ
め
に

　
〔
国
文
学
会
〕
に
お
け
る
奈
良
絵
本
・
絵
巻
と
い
う
学
術
用
語
（
語

彙
）の
定
着
に
は
、当
初
よ
り
い
さ
さ
か
の「
揺
ら
ぎ
」が
あ
っ
た（
そ

し
て
、
い
ま
も
あ
る
）。
そ
の
間
の
経
緯
は
、
既
に
「
居
初
氏
女
は

つ
」
の
紹
介
に
手
習
い
師
匠
と
し
て
の
事
績
を
も
挙
げ
た
清
水
泰
氏

「
奈
良
絵
本
考
」（
一
九
五
三
年
）
に
指
摘
さ
れ
て
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ

れ
た
が
、
学
術
用
語
と
し
て
生
成
す
る
に
至
る
「
動
き
」
に
つ
い
て

は
、
詳
ら
か
で
は
な
い
。「〝
奈
良
絵
本
〟
と
い
う
「
こ
と
ば
」
の
定

着
の
背
景
と
そ
の
周
辺
」（『
実
践
国
文
学
』
七
一
号
）
と
題
し
た
一

篇
を
記
し
た
の
も
、そ
の
解
明
を
期
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

明
治
三
十
七
、八
年
の
〝
集
古
会
〟
な
ど
の
趣
味
家
の
世
界
で
〝
奈

良
扇
〟
の
図
案
化
が
始
ま
り
、
集
古
会
誌
所
収
仮
名
草
紙
関
連
論
文

に
用
語
「
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」
を
採
用
し
た
一
篇
が
登
場
す
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。
山
中
共
古
な
ど
が
新
し
い
「〔
絵
〕
葉
書
」
と
い
う

メ
デ
ィ
ア
に
奈
良
〔
絵
〕
扇
風
の
彩
色
図
案
を
活
用
し
た
こ
と
、
更

に
江
戸
以
来
の
千
社
札
に
新
味
を
求
め
た
東
京
の
「
諸
国
物
産
」
絵

札
交
換
会
に
お
い
て
〝
奈
良
扇
〟
が
一
刀
彫
の
鹿
と
共
に
図
案
化
さ

れ
奈
良
の
特
産
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
明
治
三
十
五
年
創
刊
の
情
歌

雑
誌
『
奈
良
扇
』
創
刊
号
表
紙
（
発
行
元
奈
良
市
内
）
で
〝
奈
良
扇
〟

が
図
案
化
さ
れ
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
。
直
後
に
判
明
し
た
『
文
藝

倶
楽
部
』
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
八
巻
六
号
（
明
治
三
十
五
年
）

は
紙
面
構
成
か
ら
見
て
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
一
九
〇
三
年
開

催
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
緊
密
に
係
わ
る
も
の
で
あ
り
、
集

古
会
と
親
し
い
歌
川
国
松
画
く
奈
良
絵
風
扇
を
京
扇
の
下
に
「
利
か

せ
た
」
意
匠
で
際
立
つ
表
紙
は
奈
良
扇
の
格
上
げ
・
特
産
品
化
と
い

中
世
文
学
〔
美
術
〕
史
用
語
の
生
成
・
定
着
と
内
国
勧
業
博
覧
会

― 
奈
良
絵
本
を
め
ぐ
っ
て 

―

牧　

野　

和　

夫
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う
産
業
振
興
と
も
結
ぶ
も
の
、
と
推
測
し
、
奈
良
絵
本
・
絵
巻
国
際

会
議
神
奈
川
大
会
（
二
〇
一
二
・
八
・
一
八
於
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
校

舎
）・
大
正
イ
マ
ジ
ュ
リ
ー
学
会
大
会
（
二
〇
一
三
・
三
・
一
〇
於
國

學
院
大
學
）
に
お
い
て
、
各
々
「
京
都
『
日
出
新
聞
』
と
博
文
館
巌

谷
小
波
」・「
第
四
・
五
内
国
勧
業
博
覧
会
と
奈
良
絵
扇
・
奈
良
絵
本
」

と
副
題
を
設
け
口
頭
発
表
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
発
表
内
容
に
若

干
の
増
補
を
行
い
活
字
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

一
、『
文
藝
倶
楽
部
』
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
に
つ
い
て

　
『
文
藝
倶
楽
部
』
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
八
巻
六
号
（
明
治

三
十
五
年
）
は
紙
面
構
成
（「
巻
尾
に
添
へ
」
た
「
関
西
旅
行
の
栞
」

に
は
各
地
の
名
勝
・
路
線
案
内
、
乗
車
時
間
や
料
金
な
ど
を
収
め
、

「
旅
行
者
の
心
得
」
ま
で
あ
る
）
か
ら
見
て
翌
年
の
大
阪
四
天
王
寺
に

て
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
開
催
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
緊
密
に
係
わ
る
も
の
で
、
一
種
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
見
做
し

て
も
誤
ら
な
い
。
明
治
三
十
五
年
四
月
『
文
藝
倶

楽
部
』
は
「
東
京
」、
引
き
続
き
「
大
阪
と
神
戸
」

「
伊
勢
と
名
古
屋
」
と
刊
行
さ
れ
た
こ
と
も
大
阪
開

催
の
内
国
勧
業
博
覧
会
を
軸
に
し
た
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
性
格
の
強
い
一
冊
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
そ
の
表
紙
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「〝
奈
良
絵
本
〟
と
い
う
「
こ
と
ば
」
の
定
着
の

背
景
と
そ
の
周
辺
」（『
実
践
国
文
学
』
七
一
号
）

に
お
い
て
指
摘
し
た
明
治
三
十
七
、八
年
の
〝
集

古
会
〟
な
ど
の
趣
味
家
の
世
界
で
〝
奈
良
扇
〟
風

の
図
案
化
が
俄
か
に
盛
行
を
み
た
背
景
に
、『
文

藝
倶
楽
部
』
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
八
巻
六

号
（
明
治
三
十
五
年
）
の
表
紙
下
段
を
飾
っ
た
、

こ
の
奈
良
絵
扇
の
「
存
在
」（
集
古
会
々
員
の
巌

谷
小
波
・
水
谷
不
倒
他
を
軸
と
し
た
、
そ
の
経
緯
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を
も
含
む
）
が
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
集
古
会
の
古
参
有
力
会

員
山
中
共
古
な
ど
が
新
し
い
「〔
絵
〕
葉
書
」
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
に

奈
良
〔
絵
〕
扇
風
の
彩
色
図
案
を
活
用
し
た
こ
と
と
深
い
繋
が
り
を

認
め
て
も
よ
く
、
千
社
札
に
新
味
を
求
め
た
東
京
に
お
け
る
「
諸
国

物
産
」
絵
札
交
換
会
に
お
い
て
相
似
た
図
案
の
〝
奈
良
扇
〟
が
一
刀

彫
の
鹿
と
共
に
奈
良
の
特
産
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
も
無
縁
で
は
な

い
。『
文
藝
倶
楽
部
』
発
行
元
の
博
文
館
と
巌
谷
小
波
、さ
ら
に
『
京

都
日
出
新
聞
』
記
者
と
の
交
流
（
瞳
々
会
）
な
ど
に
直
結
す
る
「
集

古
会
と
巌
谷
小
波
」
つ
い
て
は
、
第
二
章
ａ
に
譲
る
と
し
て
、
こ
の

表
紙
の
奈
良
絵
扇
の
特
徴
を
摘
記
し
て
お
く
。
二
本
ほ
ど
の
縦
横
の

柱
組
の
家
構
え
に
赤
衣
の
半
身
の
人
物
を
描
き
、
紅
緑
の
花
葉
を
点

じ
た
上
段
、
雲
で
仕
切
ら
れ
た
下
段
に
は
同
じ
く
赤
衣
で
横
向
き
の

二
人
が
独
特
な
頭
髪
で
左
右
の
手
を
挙
げ
て
「
踊
る
」
ご
と
き
図
案

で
あ
る
。
こ
の
図
案
は
、
現
在
も
奈
良
の
扇
店
で
鬻
が
れ
て
い
る
も

の
に
同
じ
で
、石
川
透
氏
「
奈
良
絵
本
と
い
う
言
葉
」（『
奈
良
絵
本
・

奈
良
絵
巻
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
五
年
九
月
）
が
と
り
あ
げ
る
仙
台

国
分
町
に
店
を
構
え
た
奈
良
屋
八
兵
衛
の
景
品
の
奈
良
絵
の
団
扇
、

清
水
泰
氏
の
取
り
上
げ
た
奈
良
扇
や
奈
良
茶
碗
（
奥
田
木
白
）
の
絵

柄
と
同
じ
で
あ
る
。
奈
良
屋
八
兵
衛
の
景
品
の
奈
良
絵
の
団
扇
は
江

戸
期
の
も
の
、
と
推
定
さ
れ
、
奈
良
茶
碗
も
奥
田
木
白
の
手
に
か
か

る
も
の
に
は
、
江
戸
末
期
の
も
の
と
伝
え
る
も
の
も
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
ま
た
、
こ
の
図
案
の
扇
絵
に
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
期
に
遡
る

も
の
と
思
わ
れ
る
遺
品
も
あ
る
。

　

掲
載
の
『
奈
良
扇
』
は
、「
奈
良
市
東
木
辻
二
十
三
番
屋
敷
」
の

「
京
桝
富
三
郎
」
を
編
輯
兼
発
行
者
と
し
て
、
明
治
三
十
五
年
七
月

二
十
九
日
創
刊
さ
れ
た
情
歌
雑
誌
で
あ
る
。
表
紙
に
は
印
刷
手
彩
色

（
？
）
の
「
奈
良
扇
」
を
図
案
と
し
て
配
し
た
。
そ
の
「
奈
良
扇
」

の
絵
は
、い
わ
ゆ
る
「
奈
良
絵
」
と
し
て
知
ら
れ
る
“
画
柄
”“
画
風
”

明治三十五年創刊情歌雑誌表紙（奈良市内）
三田平凡寺旧蔵〝奈良扇〟の図案化
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に
他
な
ら
な
い
。
家
蔵
の
一
点
は
、
三
田
平
凡
寺
旧
蔵
の
一
点
で
あ

る
が
、
同
誌
に
「
詞
宗
撰
」
と
あ
る
「
東
亭
扇
升
」
は
、
後
の
劇
作

家
・
小
山
内
薫
の
情
歌
作
者
と
し
て
の
号
で
あ
る
。
小
山
内
の
仲
間

と
し
て
は
、
鶯
亭
金
升
を
筆
頭
と
し
て
、
撰
者
の
ひ
と
り
と
し
て
上

田
の
飯
島
花
月
な
ど
が
い
る
。情
歌
や
狂
詩
・
狂
歌
・
川
柳
仲
間
に
は
、

集
古
会
々
員
は
多
い
。「
中
世
文
学
・
美
術
」
の
用
語
と
し
て
定
着

し
て
き
た“
奈
良
絵
本
”の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
付
け
た「
奈

良
扇
絵
」
は
、
明
治
二
十
九
年
創
立
の
「
集
古
会
」
の
周
辺
に
位
置

す
る
“
情
歌
雑
誌
”
の
表
紙
と
し
て
、
全
国
の
情
歌
仲
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
も
機
能
し
た
交
換
受
贈
雑
誌
と
し
て
配
送
さ
れ
て
い

た
と
想
像
さ
れ
る
。
鶯
亭
金
升
な
ど
は
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開

催
中
の
明
治
二
十
八
年
五
月
、
情
歌
の
競
吟
大
会
の
た
め
に
京
都
へ

赴
い
て
い
る
。
そ
の
際
の
記
録
一
帖
（
西
沢
爽
氏
蔵
）
が
あ
り
、
そ

の
表
紙
に
は
岡
崎
の
模
造
大
極
殿
の
全
景
が
配
さ
れ
て
、
博
覧
会
を

当
て
込
ん
で
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年
七
月
二
十
九
日
創
刊
の
『
奈
良
扇
』
が
奈

良
県
を
協
賛
県
と
し
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
関
し
て
意
識
し

て
い
な
か
っ
た
、
と
は
考
え
難
い
。
明
治
三
十
六
年
の
三
月
の
第
五

回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
開
催
（
於
大
阪
市
天
王
寺
）
に
合
わ
せ
た
明

治
三
十
五
年
の
四
月
と
七
月
発
刊
の
両
雑
誌
表
紙
が
同
図
柄
・
ほ
ぼ

同
彩
色
の
「
奈
良
絵
扇
」
で
飾
ら
れ
た
の
は
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
後
章
に
触
れ
る
と
し
て
、
現
在
も
店
頭
に
並

ぶ
奈
良
扇
を
掲
出
し
て
お
く
。

現在の「古代」奈良扇
赤井達郎氏「奈良絵本について」紹介の奈良扇と基本構図同
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大
正
・
昭
和
に
入
る
頃
に
は
、
こ
の
手
の
構
図
・
彩
色
の
奈
良
絵

扇
風
図
案
が
「
浪
花
」
の
地
な
ど
に
も
転
用
さ
れ
る
例
も
あ
り
、
い

わ
ば
、「
大
津
絵
」
な
ど
の
一
類
と
し
て
古
雅
な
「
下
手
絵
」
の
系

列
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、

大
正
十
一
年
の
大
阪
新
町
の
演
舞
場
の
新
築
記
念
と
銘
打
っ
た
「
浪

花
踊
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
表
紙
で
あ
る
が
、
難
波
の
地
に
適
う
構

え
と
し
て
住
吉
神
社
か
と
思
わ
れ
る
社
を
配
し
た
構
図
に
な
っ
て
い

る
。
こ
の
時
期
の
「
大

津
絵
」
の
〝
流
行
〟
が

齎
し
た
筆
觸
・
彩
色
な

ど
の
傾
向
を
同
じ
く

し
た
羽
子
板
絵
・
雛

絵
・
絵
馬
と
い
っ
た
諸

国
物
産
へ
の
関
心
の
昂

ま
り
、
そ
の
系
列
の
下

に
組
み
込
ま
れ
て
以
降

の
展
開
の
相
が
窺
わ
れ

る
。
最
も
注
目
す
べ
き

点
は
「
踊
」
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
に
活
用
さ
れ
た

こ
と
で
あ
る
。
古
い
い

わ
ゆ
る
〝
奈
良
扇
〟
の

こ
の
手
の
図
柄
に
は
必
ず
魚
籠
と
釣
竿
が
描
か
れ
、
二
人
の
人
物
は

腰
蓑
を
ま
と
っ
た
漁
師
な
の
で
あ
る
（
憶
測
す
る
に
桃
源
郷
を
描
い

た
も
の
か
）。
図
の
解
釈
が
「
踊
」
に
完
全
に
転
じ
た
こ
と
が
確
認

で
き
て
興
味
深
い
。

　　　　

昭
和
十
年
に
は
、
京
都
の
月
曜
会
が
主
催
し
た
書
法
及
奈
良
絵
本

展
が
開
催
さ
れ
る
に
至
る
が
、
横
山
重
氏
以
前
の
旧
蔵
者
に
は
大
阪

保
古
会
・
京
都
月
曜
会
（
い
ず
れ
も
設
立
当
初
、
東
京
の
集
古
会
に

顕
著
な
影
響
を
う
け
て
い
る
）
な
ど
に
所
属
し
た
京
阪
の
趣
味
家
の

多
い
こ
と
の
指
摘
も
既
に
お
え
て
い
る
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。
近
年

の
石
川
透
氏
の
発
掘
し
た
多
く
の
“
奈
良
絵
本
”
類
や
そ
の
絵
の
製

作
者
な
ど
の
緻
密
な
追
及
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
た
こ
と
の
ひ
と
つ
で

大正十一年、「浪花踊」パンフレット　
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あ
る
が
、
奈
良
絵
本
の
生
産
の
地
が
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
に
ほ

ぼ
限
定
で
き
る
よ
う
で
あ
る
。
生
産
地
の
京
阪
に
残
存
す
る
率
が
極

め
て
高
い
こ
と
も
肯
か
れ
る
と
こ
ろ
で
、「
奈
良
絵
本
は
早
く
散
佚

し
て
諸
家
の
秘
庫
だ
に
存
せ
る
も
の
亦
多
か
ら
ざ
る
が
如
く
、
其
収

集
の
難
き
は
帝
国
図
書
館
に
存
せ
る
も
の
ゝ
如
き
僅
々
数
部
に
止
ま

れ
る
に
て
も
知
り
得
可
し
」
と
の

記
述
も
東
京
の
集
古
会
誌
掲
載
宮

本
摺
衣
の
論
文
の
一
節
で
あ
り
、

明
治
三
、四
十
年
代
の
関
東
周
辺

に
流
布
す
る
こ
と
の
稀
な
こ
と
が

知
ら
れ
興
味
深
い
。
生
産
地
・
流

通
地
域
が
江
戸
で
は
な
い
こ
と
の

裏
づ
け
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
奈
良
絵
本
展
観
目
録
に
掲
載

さ
れ
た
月
曜
会
の
会
員
は
次
の
通

り
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
こ
の
月
曜
会
や
大
阪
の
保
古
会
の
人
々
は
明
治

三
十
六
、七
年
頃
か
ら
集
古
会
に
陸
続
と
し
て
入
会
し
、
大
正
期
に

は
大
方
の
メ
ン
バ
ー
が
集
古
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。（
小
山
源
治
・

杉
浦
丘
園
・
田
中
緑
紅
・
禿
氏
祐
祥
な
ど
で
あ
る
）。

二
、第
四
・
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
奈
良
の「
名
産
と
し
て
の
扇
へ
」

　

ａ　

京
都
『
日
出
新
聞
』
記
者
と
博
文
館
・
巌
谷
小
波

　　
『
文
藝
倶
楽
部
』
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
八
巻
六
号
で
知
り

う
る
こ
と
を
以
下
に
摘
記
す
る
。
出
版
社
は
博
文
館
で
、
表
紙
絵
は

歌
川
国
松
と
い
う
錦
絵
師
が
担
当
し
、
扇
面
を
図
案
化
し
て
上
に
京

の
扇
面
図
（《
内
国
勧
業
博
覧
会
：
第
四
回
》
の
目
玉
で
あ
る
模
造

大
極
殿
）、
下
に
奈
良
の
扇
面
図
（
い
わ
ゆ
る
「
奈
良
絵
本
」
の
命

名
の
根
拠
と
し
て
諸
家
が〈
こ
の
奈
良
扇
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
〉

と
す
る
）を
古
雅
な
下
手
絵
に
仕
立
て
て
配
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

そ
の
目
次
を
次
に
掲
げ
る
。
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「　
　
　
　
　

表
紙

　

都
の
扇
（
精
彩
／
石
版
画
）：
歌
川
國
松
筆

　
　
　
　
　

写
真
版

風
景
と
美
人
（
ア
ー
ト
ペ
ー
パ
ー
四
頁
）

京
都
奈
良
の
風
景
と
美
人
（
十
六
頁
）」

次
行
以
降
は
三
段
組
み
で
、
先
ず
上
段
か
ら
関
連
す
る
項
目
を
抜
粋

す
る
な
ら
ば
、

「
京
都
御
苑
：
中
川
霞
城
、
京
都
の
山
水
：
堀
江
松
華
、（
以
下
略
」

　

中
川
霞
城
・
堀
江
松
華
（
既
に
退
社
）・
久
保
田
米
僊
・
岡
本
橘

仙
・
金
子
静
枝
・
村
上
文
芽
な
ど
の
名
前
が
並
び
、
中
川
に
至
っ
て

は
、
四
明
山
人
の
名
で
更
に
四
篇
も
担
当
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
巌

谷
小
波
の
日
出
新
聞
入
社
後
に
で
き
た
小
波
肝
煎
り
の
社
内
文
藝
サ

ロ
ン
「
瞳
々
（
ど
う
ど
う
）
会
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
達
で
あ
る
。

　
『
文
藝
倶
楽
部
』
八
巻
五
号
掲
載
の
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」

八
巻
六
号
の
予
告
・
目
次
を
も
併
せ
て
見
て
お
く
。

「瞳々会」会員と増刊号「京都と奈良」

村
上
文
芽
は
、
染
織
方
面
に
活
躍
、
金
子
は
高
島
屋
『
新
衣
装
』

に
も
寄
稿
、
中
川
は
四
明
と
も
号
し
た
四
明
山
人
で
あ
る
。
日
出

記
者
に
は
、
染
織
・
高
島
屋
図
案
工
芸
な
ど
の
方
面
に
北
村
鈴
菜

も
居
た

竹
井
明
男
氏
「
金
子
静
枝
と
明
治
の
京
都
」

（『
京
都
新
聞
』）
他
参
照
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八
巻
五
号
の
予
告
を
拡
大
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

博
文
館
発
行
の
『
文
藝
倶
楽
部
』
八
巻
五
号
定
期
増
刊
「
京
都
と

奈
良
」
が
集
古
会
（
京
阪
と
緊
密
関
係
）
幹
事
巌
谷
小
波
の
係
わ
る

こ
と
深
い
京
都
日
出
新
聞
の
記
者
を
中
心
と
し
て
編
集
さ
れ
て
い
る

こ
と
、
表
紙
の
絵
柄
が
団
扇
で
は
な
く
「
扇
」
で
あ
る
こ
と
に
着
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、「
歌
川
国
松
氏
の
彩
童
に
成
る
表
紙
」

と
の
記
述
に
は
留
意
さ
れ
る
。
国
松
の
「
奈
良
絵
扇
」
を
配
し
た
表

紙
を
評
し
て
「
彩
童
に
成
る
表
紙
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
詳
ら
か

で
は
な
い
。

　

先
ず
、
歌
川
国
松
・
巌
谷
小
波
と
京
都
新
聞
の
関
係
で
あ
る
が
、

『
浮
世
絵
大
事
典
』（
国
際
浮
世
絵
学
会
編
）「
歌
川
国
松　

う
た
が

わ
く
に
ま
つ　

安
政
二
年（
一
八
五
五
）～
昭
和
十
九（
一
九
四
四
）。

一
龍
斎
・
一
応
斎
と
号
す
る
。
豊
重
、
福
堂
と
も
署
す
（
中
略
）
明

治
十
二
年
（
一
八
七
九
）、二
五
歳
で
小
林
永
濯
に
入
門
、そ
の
頃
「
荒

磯
新
聞
」
に
挿
絵
…
（
中
略
）
明
治
一
七
年
、大
阪
の
「
此
花
新
聞
」

に
招
聘
さ
れ
二
年
の
間
在
阪
し
て
筆
を
揮
う
。
帰
京
し
て
「
絵
入
朝

野
新
聞
」、「
毎
日
新
聞
」「
あ
け
ぼ
の
新
聞
」
な
ど
に
挿
絵
（
中
略
）

明
治
二
十
二
年
、
京
都
「
日
出
新
聞
」
に
招
か
れ
、
明
治
三
十
六
年

ま
で
京
都
で
作
画
し
た
。
一
時
帰
京
す
る
が
、
再
び
大
阪
へ
行
き
、

「
浪
華
新
聞
」
な
ど
に
作
画
す
る
一
方
本
屋
、
絵
葉
書
屋
な
ど
を
営

ん
だ
。」
と
い
う
。
一
方
、
明
治
二
十
五
年
に
は
、
杉
浦
重
剛
の
推

薦
に
よ
り
、
巌
谷
小
波
が
、
京
都
『
日
出
新
聞
』
の
主
筆
と
な
る
。

野
崎
左
文
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、「
其
頃
は
俳
優
や
芸
人
に
限

ら
ず
東
京
下
り
と
い
ふ
こ
と
が
幅
の
利
い
た
時
代
ゆ
ゑ
新
聞
記
者
に

し
て
も
そ
の
前
年
に
は
種
彦
氏
の
高
畠
藍
泉
氏
が
大
阪
に
来
て
文
壇

を
賑
は
せ
（
此
時
は
既
に
帰
京
後
）
胡
蝶
園
わ
か
な
氏
は
大
阪
朝
日

に
在
り
、巌
谷
漣
山
人
も
京
都
日
の
出
新
聞
に
筆
を
執
っ
て
居
ら
れ
、

画
家
に
も
歌
川
國
松
、
稲
野
年
恒
の
二
氏
が
来
て
居
て
」（『
増
補　

私
の
見
た
明
治
文
壇
』
一　

二
〇
〇
七
・
二　

平
凡
社　

頁
一
二
二
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明
治
二
十
七
年
十
二
月
、
日
出
新
聞
社
を
退
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社
。
博
文
館
の
大
橋
新
太
郎
の
要
請
に
よ
り
、
明
治
二
八
年
主
筆
に

迎
え
ら
れ
た
小
波
は
、『
少
年
世
界
』
を
創
刊
し
た
が
、
小
波
の
残

し
た
新
機
軸
は
、
そ
の
後
も
日
出
新
聞
に
引
き
継
が
れ
、「
巌
谷
小

波
の
入
社
で
、
社
内
に
「
瞳
々
（
ど
う
ど
う
）
会
と
い
う
文
芸
サ
ロ

ン
が
誕
生
し
た
。
こ
れ
は
、
小
波
の
退
社
後
も
続
け
ら
れ
て
、
年
一

回
の
総
会
に
は
、
時
に
は
小
波
も
東
京
か
ら
か
け
つ
け
た
ほ
ど
で

あ
っ
た
。」（『
京
都
新
聞
百
年
史
』〈
昭
和
五
十
四
・
十
二　

京
都
新

聞
社
〉）
と
い
う
。
小
波
の
深
く
関
与
し
た
大
供
会
や
木
曜
会
に
通

う
も
の
で
あ
る
。
小
波
の
縁
で
泉
鏡
花
「
冠
弥
左
衛
門
」
は
、
日
出

新
聞
に
連
載
さ
れ
た
が
、
当
の
小
波
も
、「
年
に
三
回
ぐ
ら
い
の
長

編
を
の
せ
」「
雑
報
や
「
散
録
」
も
書
い
た
。」「
退
社
後
も
、
連
載

小
説
や
、読
切
小
説
を
随
時
送
っ
て
い
る
」（『
京
都
新
聞
百
年
史
』）。

三
宅
青
軒
は
、一
八
九
七
（
明
治
三
十
）
年
九
月
か
ら
一
九
〇
二
（
明

治
三
十
五
）
年
十
一
月
ま
で
『
文
藝
倶
楽
部
』
の
編
集
者
で
、
日
出

新
聞
に
小
説
・
雑
文
な
ど
寄
稿
（
明
治
二
十
年
代
）
し
て
い
る
。
巌

谷
小
波
は
、
さ
ら
に
内
国
勧
業
博
覧
会
開
催
の
年
の
明
治
三
十
六
年

に
は
、
京
・
大
阪
に
遊
び
、
京
阪
の
人
士
、
と
り
わ
け
日
出
新
聞
の

記
者
と
は
旧
交
を
改
め
て
温
め
て
い
る
。

　

右
は
露
石
宛
の
小
波
來
京
歓
迎
会
の
案
内
状
、
発
起
人
は
中
川
霞

城
、
岡
本
橘
仙
な
ど
日
出
新
聞
の
記
者
連
で
あ
る
。
左
は
瓢
亭
に
お

け
る
宴
席
で
の
寄
せ
書
き
で
武
富
瓦
全
宛
の
も
の
。次
頁
上
段
下
は
、

そ
の
後
大
阪
の
南
地
で
開
か
れ
た
来
阪
歓
迎
会
で
の
寄
せ
書
き
で
あ

る
。
上
は
同
じ
頃
の
花
や
し
き
で
催
さ
れ
た
水
鳥
会
で
の
寄
せ
書
き

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
瓦
全
宛
の
も
の
。

明治三十六・七年頃：武富瓦全宛（左）・水落露石宛（右）
武富は水落の近親・俳人
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ま
た
、
日
出
新
聞
の
記
者
が
中
心
に
な
っ
て
明
治
三
十
六
年
末
に

は
尾
崎
紅
葉
の
追
悼
会
を
金
子
静
枝
な
ど
と
ゆ
か
り
深
い
東
山
の
西

行
庵
（
虎
屋
町
小
文
、西
行
庵
小
文
法
師
で
知
ら
れ
る
）
で
執
り
行
っ

て
い
る
。

　

下
段
左
が
紅
葉
山
人
追
悼
会
（
於
西
行
庵
）
の
案
内
状
、
参
考
ま

で
に
右
は
紅
葉
葬
儀
案
内
状
を
掲
出
し
て
お
く
。い
づ
れ
も
露
石
宛
。

水鳥会寄せ書き
（於：花やしき）ハガキ

巌谷小波来阪歓迎会寄せ書きハガキ
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美
術
工
芸
家
と
商
工
業
者
で
構
成
さ
れ
た
京
都
美
術
協
会
の
設
立

な
ど
で
金
子
錦
二
と
は
旧
知
の
久
保
田
米
僊
が
『
文
藝
倶
楽
部
』「
定

期
増
刊
「「
京
都
と
奈
良
」
に
「
京
都
の
美
術
」
を
寄
稿
し
て
い
る

こ
と
も
看
過
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

以
て
東
京
文
壇
、
と
り
わ
け
明
治
三
十
年
代
前
後
の
硯
友
社
や
巌

谷
小
波
と
京
都
日
出
新
聞
の
記
者
連
と
の
交
渉
の
極
め
て
親
密
な
こ

と
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
博
文
館
発
行
の
『
文
藝
倶
楽
部
』
八

巻
五
号
定
期
増
刊
「
京
都
と
奈
良
」
の
編
集
が
、
博
文
館
の
巌
谷

小
波
に
直
結
し
て
い
た
京
都
日
出
新
聞
の
記
者
連
と
の
連
関
の
中

（
瞳
々
会
的
な
つ
な
が
り
）
で
い
か
に
進
め
ら
れ
た
か
、
想
像
す
る

の
は
容
易
い
こ
と
で
あ
る
。

　

ｂ　

日
出
新
聞
記
者
と
美
術
工
芸
―
扇

　

前
節
に
表
紙
の
絵
柄
が
団
扇
で
は
な
く
「
扇
」
で
あ
る
こ
と
に
着

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
注
意
を
促
し
た
が
、
元
来
、
奈
良
と

結
ぶ
手
工
芸
の
物
産
品
と
し
て
は
一
刀
彫
、筆
墨
、そ
の
他
に「
団
扇
」

を
挙
げ
る
こ
と
が
「
奈
良
案
内
記
」
の
常
で
あ
る
。
第
五
回
内
国
博

覧
会
の
「
回
覧
記
」
を
明
治
三
十
六
年
五
月
十
三
日
付
日
出
新
聞
に

寄
せ
た
白
面
子
も
「
三
笠
山
の
麓
の
利
器
」、「
小
鍛
冶
宗
一
と
か
菊

一
文
字
包
永
と
か
名
乗
っ
て
」出
品
し
た「
仕
込
み
杖
」、そ
し
て「
奈

良
人
形
」
を
採
り
あ
げ
品
評
し
、
わ
ず
か
に
「
奈
良
団
扇
」
を
「
深

草
団
扇
と
并
ん
で
の
土
産
も
の
で
」
と
評
し
、
大
方
は
そ
の
安
か
ろ

う
の
品
質
に
比
し
て
随
分
高
値
だ
、
と
こ
き
下
ろ
す
始
末
で
（「
な

ら
の
も
の
と
て
」の
流
れ
か
）、全
く
扇
に
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

　

明
治
三
十
六
、七
年
代
の
東
京
の
「
諸
国
物
産
」
絵
札
交
換
会
に

お
い
て
、“
奈
良
扇
”
が
一
刀
彫
の
鹿
と
共
に
図
案
化
（
集
古
会
と

近
い
人
々
の
図
案
）
さ
れ
奈
良
の
特
産
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
想
起

す
る
と
、
両
者
の
意
識
の
乖
離
に
は
解
消
し
が
た
い
不
審
が
残
る
。

左：文藝倶楽部三十六年増刊『京都と奈良』関西旅行案内記事
中の「京扇・美也古扇」宣伝広告
中央：美也古扇（商標登録）

右：日出新聞三十六年五月十六日付：八面
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こ
こ
で
『
文
藝
倶
楽
部
』
八
巻
五
号
「
京
都
と
奈
良
」
の
前
号
予

告
文
中
の
「
扇
の
地
紙
に
京
模
様
を
畫
き
出
し
て
奈
良
扇
を
利
か
し

た
る
意
匠
」
と
あ
る
こ
と
、
目
次
に
「
表
紙　

都
の
扇
」
と
題
し
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
意
匠
構
成
上
、
京
の
都
の
扇
が
眼

目
で
、
奈
良
の
古
都
の
扇
は
添
え
物
と
し
て
「
利
」
せ
た
に
過
ぎ
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。『
文
藝
倶
楽
部
』
編
集
者
、
と
い

う
よ
り
日
出
新
聞
記
者
・
挿
絵
担
当
者
に
と
っ
て
京
都
の
扇
、
す
な

わ
ち「
み
や
こ
扇（
あ
え
て
言
え
ば
登
録
商
標
済
み
の“
美
也
古
扇
”）」

に
“
狙
い
”
が
あ
り
、
そ
の
み
や
こ
の
扇
図
に
ひ
と
工
夫
ひ
ね
り
を

加
え
た
、「
彩
童
」
と
い
う
言
葉
で
括
る
な
ら
ば
、
古
雅
・
童
画
風

に
「
利
か
せ
」
て
み
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。『
文
藝
倶
楽

部
』
八
巻
五
号
「
京
都
と
奈
良
」
に
は
京
・
奈
良
の
名
勝
案
内
記
事

が
大
半
を
占
め
、
紙
面
真
ん
中
の
囲
み
カ
ッ
ト
に
は
、
記
事
に
関
連

す
る
風
物
が
巧
み
に
描
か
れ
る
が
、
表
紙
絵
担
当
の
「
歌
川
国
松
氏

の
観
察
に
依
」
る
も
の
で
あ
る
。
な
か
に
記
事
に
直
結
し
な
い
広
告

宣
伝
風
の
図
柄
が
二
点
あ
り
、
ひ
と
き
わ
目
を
引
く
の
で
あ
る
。
一

点
は
「
京
都
高
島
屋
飯
田
呉
服
店
」
で
あ
り
、一
点
は
「
美
也
古
扇
」

で
あ
る
。

　　

か
く
て
京
の
美
也
古
扇
と
第
四
・
五
回
内
国
博
覧
会
の
関
係
に
言

及
す
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
三
十
六
年
十
一
月
刊
行
の
宣
伝
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『
美
也
古
扇
』（
表
紙
は
伊
藤
快
彦
）
に
拠
る
と
次
の
よ
う

な
受
賞
歴
を
謳
っ
て
い
る
。

明治三十六年十一月十九日刊（宮脇新兵衛）
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「
廿
八
年
平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
及
び
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

の
挙
行
に
当
り
美
也
古
扇
と
号
し
巧
緻
精
練
な
る
数
種
の
特
製
を
出

し
之
を
以
て
商
標
と
な
し
亦
た
別
号
に
も
使
用
致
し
居
候
」
六
九
頁

「「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
て
は
各
種
皆
精
巧
の
審
按
を
以
て
有

効
三
等
賞
を
受
領
致
し
候
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
は
二
等
賞
を

受
領
致
し
候　

右
第
五
回
に
於
て
は
審
査
補
助
第
七
部
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
全
国
の
製
扇
を
調
査
精
窮
す
る
事
を
得
た
る
は
最
も
幸
福
と
す

る
と
こ
ろ
」（
七
〇
頁　
　
　

第
七
部
は
、
製
作
工
業
で
あ
る
）

「　
　
　
　

第
五
回
内
博
京
都
受
賞
要
覧

第
五
回
内
国
博
覧
会
扇
子
出
品
は
三
府
及
び
愛
知
県
等
に
し
て
（
貿

易
品
を
除
く
）
其
内
最
も
重
な
る
は
京
都
た
り
而
し
て
貮
等
賞
を
以

て
最
優
等
唯
一
の
受
賞
と
す
全
国
中
其
名
誉
あ
る
受
賞
者
は
本
店
壹

名
あ
る
而
己
な
り
左
に
表
記
せ
る
は
京
都
府
受
賞
一
覧
に
し
て
参
等

賞
を
受
け
た
る
も
の
さ
へ
一
名
も
無
之
蓋
し
本
店
は
平
素
産
額
の
多

き
と
品
質
の
佳
良
と
意
匠
の
巧
み
價
の
廉
な
る
に
因
て
な
り
」（
七
二

頁
）

　

ま
さ
に
国
の
勧
業
政
策
に
率
先
精
励
す
る
姿
が
、
受
賞
歴
の
披
瀝

に
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
先
立
っ
て
刊
行
し
た
『
賣
扇
庵
扇
面

畫
譜
』（
明
治
三
十
三
・
六
）
の
後
序
と
も
い
う
べ
き
「
扇
面
画
譜
発

刊
に
就
い
て
」
で
宮
脇
新
兵
衛
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
近
来
社
会
の
進
展
に
伴
ひ
図
案
意
匠
の
聲
噴
々
と
し
て
鳴
り
万
般

の
用
具
を
製
す
る
皆
考
案
の
良
否
を
論
す
る
に
在
り
て
大
に
感
す
る

所
あ
り
今
般
此
扇
面
画
譜
を
山
田
芸
艸
堂
の
主
人
に
圖
り
発
行
せ
し

め
た
る
は
敢
て
敝
店
か
利
を
欲
す
る
の
謂
な
ら
す
之
を
参
照
し
て
各

種
に
就
き
更
に
趣
向
を
凝
ら
す
時
は
他
に
良
案
の
生
す
る
と
こ
ろ
も

あ
る
へ
し
と
思
量
し
唯
応
用
の
途
の
汎
か
ら
ん
こ
と
を
庶
幾
す
る
に

あ
り
」

「
附
記
全
国
意
匠
博
覧
会
に
於
て
意
匠
一
等
金
牌
を
受
領
せ
し
美
也

古
扇
詳
細
目
録
及
び
別
段
御
誂
向
の
扇
子
見
積
書
等
は
御
申
越
次
第

差
上
候
」

　

デ
ザ
イ
ン
の
新
し
さ
を
追
及
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
お
り
明
治

三
十
二
年
の
「
全
国
意
匠
博
覧
会
に
於
て
意
匠
一
等
金
牌
を
受
領
」

し
た
こ
と
を
敢
え
て
附
記
す
る
。
久
保
田
米
僊
の
説
い
て
止
ま
な

か
っ
た
内
国
勧
業
博
覧
会
の
意
義
を
積
極
的
に
体
現
し
た
商
工
業
者

の
ひ
と
り
が
宮
脇
賣
扇
庵
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
明
治

二
十
八
年
第
四
回
・
明
治
三
十
六
年
第
五
回
の
内
国
博
覧
会
で
の
目

覚
ま
し
い
受
賞
歴
は
、
次
の
よ
う
な
年
表
一
覧
を
参
考
に
す
る
な
ら

ば
、
明
ら
か
に
日
出
新
聞
と
の
接
点
が
考
え
ら
れ
る
。
参
考
と
し
て

作
成
し
た
年
表
一
覧
は
日
出
新
聞
の
明
治
三
十
年
代
の
記
者
の
う

ち
、若
手
の
北
村
鈴
菜
（
直
次
郎
）、創
刊
当
初
よ
り
の
金
子
静
枝
（
錦

二
）
と
い
う
二
人
に
絞
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
偶
々
入
手
し
た
関
連

論
文
に
基
い
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
点
を
お
断
り
し
て
お
く
。（
金
）

は
金
子
静
枝
、（
北
）
は
北
村
鈴
菜
を
指
す
。

明
治
十
八
年
四
月
京
都『
日
出
新
聞
』創
刊
、記
者
と
し
て
招
聘（
金
）
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明
治
二
十
一
年
近
畿
地
方
古
美
術
調
査
に
日
出
新
聞
よ
り
派
遣
随

行
、
逐
次
同
紙
に
ル
ポ
掲
載
（
金
）

明
治
二
十
三
年
京
都
美
術
協
会
は
久
保
田
米
遷
が
設
立
に
奔
走
、
こ

の
年
設
立
、
同
協
会
の
常
置
委
員
を
委
嘱
さ
れ
る
（
金
）

明
治
二
十
八
年
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
第
二
部
審
査
品
評
人
を
命

じ
ら
れ
る
（
金
）。
内
勧
博
事
務
局
出
仕
（
北
）

	

『
京
都
名
所
圖
會
』（
笹
田
栄
寿
堂　

明
治
二
十
八
・
二
）

序
文
（
金
）

同
三
十
年
京
都
漆
工
会
漆
器
蒔
絵
図
案
会
審
査
員
を
委
嘱
さ
れ
る

（
金
）。
京
都
日
出
新
聞
入
社
（
北
）

同
三
十
二
年
全
国
意
匠
工
芸
品
博
覧
会
高
等
審
査
員
を
委
嘱
さ
れ
る

（
金
）

同
三
十
五
年
高
島
屋
飯
田
呉
服
店
発
行
『
新
衣
裳
』
編
集
参
加
（
北
）

同
三
十
六
年
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
審
査
官
を
委
嘱
さ
れ
る（
金
）

同
三
十
九
年
頃
、
京
都
日
出
新
聞
編
集
主
任
（
北
）

同
四
十
年
三
越
呉
服
店
京
都
支
店
入
社
（
北
）

（
山
本
真
砂
子
氏
「
北
村
鈴
菜
と
三
越
百
貨
店
大
阪
支
店
美
術
部
の

初
期
の
活
動
」

竹
居
明
男
編
『『
日
出
新
聞
』
記
者
金
子
静
枝
と
明
治
の
京
都
』（
芸

艸
堂　

二
〇
一
三
・
一
一
）

福
井
純
子
「
京
都
滑
稽
家
列
伝
」（『
国
際
言
語
文
化
研
究
所
紀
要
』

九
巻
五
・
六
号　

一
九
九
八
・
三
）
な
ど
に
拠
る
）

　

明
治
三
十
二
年
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
意
匠
一
等
金
牌
を
美
也
古

扇
が
受
賞
し
た
の
は
、
全
国
意
匠
工
芸
品
博
覧
会
で
、
そ
の
高
等
審

査
員
を
務
め
た
の
が
他
な
ら
ぬ
金
子
錦
二
で
あ
っ
た
。
参
考
と
し
て

掲
載
し
た
図
は
、「
左
に
表
記
」
す
る
と
し
た
「
京
都
府
受
賞
一
覧
」

で
あ
る
。
そ
の
左
頁
に
は
「
扇
唱
歌
」
な
る
も
の
が
連
ね
ら
れ
る
が
、

「
金
子
静
枝
君
作
」
な
の
で
あ
る
。
一
番
か
ら
四
十
八
番
「
扇
の
製

作
多
け
れ
ど
に
し
の
都
の
美
也
古
扇
／
價
は
や
す
く
品
は
良
く
一
名

物
と
は
成
に
け
り
」
を
以
て
結
ぶ
。
日
出
新
聞
記
者
に
し
て
第
五
回

内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
金
子
静
枝
と
美
也
古
扇
と
の
関
係
は
、
抜

き
差
し
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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こ
の
時
期
の
日
出
新
聞
と
美
也
古
扇
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
治

三
十
五
年
七
月
三
日
付
「
賣
扇
庵
の
天
井
」
な
る
記
事
に
も
注
目
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
を
京
都
女
子
大
学
・
短
期
大
学
図
書
館
第
九
回
資

料
特
別
展
観
で
知
っ
た
の
で
、
紹
介
し
て
お
く
（
次
頁
上
段
）。

　

日
出
新
聞
は
、
京
都
の
美
術
工
芸
家
・
伝
統
工
芸
商
工
業
者
と
直

結
す
る
博
覧
会
の
審
査
の
現
場
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
。
高
島
屋
飯

田
の
『
新
衣
裳
』
に
は
編
集
に
参
加
し
た
北
村
若
菜
の
み
な
ら
ず
、

金
子
・
中
川
・
村
上
文
芽
な
ど
も
寄
稿
す
る
な
ど
社
を
挙
げ
て
の
積

極
的
な
参
画
と
考
え
て
よ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
明
治
三
十
年
代
の

日
出
新
聞
は
社
を
挙
げ
て
美
術
工
芸
の
意
匠
の
革
新
へ
深
く
係
わ
っ

て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。
高
島
屋
飯
田
と
美
也
古
扇
、
ま
さ
に
明
治

三
十
五
年
の
『
文
芸
倶
楽
部
』「
京
都
と
奈
良
」
の
囲
み
の
広
告
宣

伝
カ
ッ
ト
に
適
う
京
都
の
美
術
商
工
業
者
と
い
っ
て
よ
い
も
の
で

あ
っ
た
。
表
紙
に
「
都
の
扇
」
の
意
匠
を
選
択
し
た
背
景
に
日
出
新

聞
の
方
針
と
そ
の
記
者
達
の
意
図
が
働
い
て
い
た
、
と
考
え
て
誤
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
、「
第
五
回
に
於
て
は
審
査
補
助
第
七
部
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
全
国
の
製
扇
を
調
査
精
窮
す
る
事
を
得
た
る
」
宮
脇
賣
扇
庵
の

意
図
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
か
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
「
利

か
せ
」
役
と
し
て
奈
良
の
扇
が
選
ば
れ
た
可
能
性
も
考
え
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
も
思
う
の
で
あ
る
。
宮
脇
新
兵
衛
も
ま
た
、
集
古
会
の
会

員
で
あ
っ
た
。

中川四明『京都新繁昌記』所載美也古扇広告：
中川四明は日出新聞記者（瞳々会常連）

京都女子大学・短期大学図書館
第九回資料特別展観（二〇〇九・十一）
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三　

奈
良
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
水
木
要
太
郎

　

そ
れ
で
は
、「
利
か
せ
た
」
方
の
奈
良
の
扇
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
、
見
て
お
き
た
い
。
奈
良
の
観
光
勧
業

関
連
の
年
表
を
一
覧
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

　
　
　

　
　
　
　

奈
良
県
観
光
勧
業
年
表

明
治
二
、三
十
年
代
奈
良
県
観
光
勧
業
年
表

一
八
七
六
（
明
治
九
）
奈
良
県
、
堺
県
に
統
合

一
八
八
四
（
明
治
十
七
）
フ
ェ
ノ
ロ
サ
ー
岡
倉
天
心
、
奈
良
古
社
寺

調
査

	

天
絵
学
舎
（
高
橋
由
一
の
画
学
校
）
廃
校

一
八
八
七
（
明
治
二
十
）
奈
良
県
再
設
置

一
八
九
〇
（
明
治
二
十
三
）
水
木
要
太
郎
、
奈
良
県
尋
常
師
範
学
校

教
育
心
得
と
し
て
赴
任

一
八
九
一
（
明
治
二
十
四
）
和
洋
折
衷
ホ
テ
ル
の
菊
水
ホ
テ
ル
、
改

装
開
業

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
帝
国
奈
良
博
物
館
完
成

一
八
九
四
（
明
治
二
十
七
）
～
日
清
戦
争

一
八
九
五
（
明
治
二
十
八
）
県
庁
舎
完
成
、
第
四
回
内
国
勧
業
博

覧
会
開
催
（
入
場
者
一
一
三
万
六
千
人
）、（
二
府
八
県
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〈
奈
良
県
入
ら
ず
、
と
〉
の
認
識
に
つ
い
て
）
工
藤
泰

子
「
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
広
域
観
光
計
画
に
つ
い

て
」（『
日
本
観
光
研
究
学
会
第
二
三
回
全
国
大
会
論
文
集
』

二
〇
〇
八
年
十
一
月
）

	

平
安
遷
都
千
百
年
紀
念
祭
同
時
開
催

	

四
月
『
太
陽
』
内
国
博
記
事
、六
月
十
八
日
『
風
俗
画
報
』

（
特
集
京
都
大
博
覧
会
）刊
、京
都
名
所
案
内（
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
）
の
出
版
点
数
増
え
る
。

	

水
木
要
太
郎
、『
大
和
名
処
な
ら
の
し
る
べ
』（
四
月
刊
）、

『
奈
良
の
名
所
』（
五
月
刊
）
を
著
す

一
八
九
八
（
明
治
三
十
一
）
奈
良
～
名
古
屋
間
、
鉄
道
開
通

一
八
九
九
（
明
治
三
十
二
）
玉
井
大
閑
堂
、
集
古
会
に
入
会

一
九
〇
二
（
明
治
三
十
五
）
四
月
『
文
藝
倶
楽
部
』「
東
京
」、
他
に

「
大
阪
と
神
戸
」「
伊
勢
と
名
古
屋
」

一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
開
催
（
於
四

天
王
寺
）、
奈
良
県
は
協
賛
県
と
な
る
。

	

四
月
『
大
和
巡
』
刊
（
同
博
覧
会
奈
良
県
協
賛
会
）

	

『
美
也
古
扇
営
業
案
内
』
第
一
版
刊
行

	

（
芳
井
敬
郎「
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
お
け
る「
陳
列
」

の
諸
問
題
－
博
覧
会
事
務
局
に
対
す
る
奈
良
県
の
動
向
を

中
心
と
し
て
Ｉ
」〈『
國
學
院
大
學
博
物
館
学
紀
要
』
六
号
、

一
九
八
一
年
〉

　

六
月
十
日
『
風
俗
画
報
』
臨
時
増
刊
二
六
八
号
、
九
月
二
十
五
日

同
「
図
会
」
二
「
／
五
号

一
九
〇
六
（
明
治
三
十
九
）　

平
城
宮
跡
保
存
会
成
る

　

繰
り
返
す
が
、
元
来
、
奈
良
の
手
工
芸
の
物
産
品
と
し
て
は
一
刀

彫
、
そ
の
他
に
「
団
扇
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
「
奈
良
案
内
記
」
の
常

で
あ
る
。
代
表
的
な
一
例
を
明
治
二
十
八
年
四
月
刊
行『
奈
良
の
栞
』

（
次
頁
・
上
段
・
右
）
に
見
て
お
く
な
ら
ば
、
若
草
山
の
「
麓
に
は

鹿
角
細
工
奈
良
人
形
刀
剣
な
ど
当
地
の
名
産
を
鬻
ぐ
店
軒
を
な
ら
べ

て
頻
に
客
を
ひ
け
り
」
と
ば
か
り
あ
り
、「
団
扇
」
の
記
述
を
み
な
い
。

ま
し
て
「
扇
」
の
文
字
は
な
い
。
明
治
二
十
八
年
の
発
刊
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
に
、
京
都
岡
崎
に
て
開
催
さ
れ
た
第
四
回
内
国
博
覧
会

目
当
て
の
観
光
客
を
当
て
込
ん
だ
案
内
記
（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
で
あ

ろ
う
。
明
治
三
十
六
年
に
も
第
三
刷
が
出
て
い
て
大
阪
の
第
五
回
内

国
博
覧
会
に
際
し
て
も
流
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
著
者
不
孤

庵
主
人
の
手
に
な
る
『
奈
良
の
名
所
』（
次
頁
・
上
段
・
左
）
も
明

治
二
十
八
年
五
月
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
が
「
こ

の
近
辺
に
は
鹿
の
角
細
工
、
刀
剣
、
筆
墨
、
団
扇
、
奈
良
人
形
、
春

日
盆
、
根
来
塗
、
奈
良
漬
、
霰
酒
等
を
賣
れ
る
店
軒
を
な
ら
べ
て
頻

に
客
を
ひ
け
り
」
と
改
ま
り
、「
団
扇
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
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し
か
も
、
そ
の
団
扇
に
「
元も

と
ね直

に
も
奈
良
の
物も
の

と
て
」
の
狂
歌
が

お
ま
け
に
付
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
下
段
・
右
）。

　
『
文
藝
倶
楽
部
』
八
巻
六
号
「
京
都
と
奈
良
」
に
付
さ
れ
た
「
関

西
旅
行
の
栞
」に
歌
川
国
松
描
く
カ
ッ
ト「
奈
良
み
や
げ
」を
掲
げ
る
。

一
刀
彫
に
、
奈
良
鹿
の
細
工
物
で
、
一
般
的
な
奈
良
土
産
で
あ
る
。
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明
治
三
十
六
年
の
第
五
回
内
国
博
覧
会
を
当
て
込
ん
だ
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
『
大
和
巡
』
を
見
る
と
（
次
頁
、
上
段
図
版
参
照
）、
墨
を

特
産
と
し
て
あ
げ
、
器
物
で
は
赤
膚
焼
き
に
及
ぶ
が
、「
精
巧
な
も

の
を
出
す
に
至
ら
ず
」
と
し
、
双
行
注
記
し
て
「
近
頃
郡
山
に
木
白

と
い
ふ
も
の
父
子
二
世
技
に
巧
み
な
り
」
と
「
奥
田
木
白
」
に
は
触

れ
て
い
る
。「
奈
良
団
扇
」
に
も
ふ
れ
て
前
引
の
「
元
値
に
も
な
ら

の
も
の
と
て
」
と
い
う
歌
を
引
き
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
「
状
態
は
昔

の
事
と
な
す
」
と
説
き
及
ぶ
。
そ
の
後
に
「
奈
良
扇
ま
た
一
種
の
名

産
に
て
」
と
い
さ
さ
か
唐
突
な
形
で
扇
を
も
挙
げ
て
い
る
。「
一
種

の
名
産
」
と
い
う
言
い
回
し
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ

な
い
が
、
唐
突
な
印
象
は
免
れ
が
た
い
。「
元も

と
ね値
に
も
な
ら
の
も
の
」

と
い
う
「
団
扇
」
の
評
を
既
に
「
昔
の
事
」
と
し
て
「
奈
良
団
扇
」

な
ら
ぬ
「
奈
良
扇
」
を
「
一
種
の
名
産
」
品
に
数
え
る
転
換
点
に
こ

の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
著
者
は
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
「
透

彫
な
ど
」
の
「
精
巧
」
に
つ
い
て
の
評
で
あ
る
。

　

第
五
回
内
国
博
覧
会
奈
良
県
協
賛
会
編
纂
に
か
か
る
『
大
和
巡
』

は
、
明
治
三
十
六
年
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
著
者
は
水
木
要
太
郎

で
あ
っ
た
。
水
木
要
太
郎
と
奈
良
に
つ
い
て
は
多
く
の
参
考
文
献
が

あ
り
、
こ
こ
に
は
触
れ
る
こ
と
を
し
な
い
。
集
古
会
と
の
関
係
に
つ

い
て
ふ
れ
る
久
留
島
浩
氏
「
水
木
要
太
郎
と
集
古
会
」（『
文
人
世
界

の
光
芒
と
古
都
奈
良
』〈
二
〇
〇
九
・
一
〇　

思
文
閣
出
版
〉）
よ
り

抄
す
る
な
ら
ば
、「
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
か
ら
、
亡
く
な

る
前
年
の
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
ま
で
、
こ
の
集
古
会
の
会
員

だ
っ
た
。」、
次
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。「
奈
良
か
ら
は
、
要
太
郎

と
親
し
か
っ
た
玉
井
九
治
郎
（
久
次
郎　

初
代
玉
井
大
閑
堂
）
が
、

た
だ
一
人
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
か
ら
入
会
し
て
お
り
、
あ

る
い
は
そ
の
縁
も
あ
っ
て
要
太
郎
も
入
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
」
と
。「
要
太
郎
が
黒
板
勝
美
の
誘
い
で
明
治
四
十
五

年
に
上
京
し
た
と
き
に
紹
介
さ
れ
、
お
そ
ら
く
最
初
に
会
っ
て
大
福

帳
に
署
名
を
も
ら
っ
た
の
が
、
集
古
会
の
発
足
に
深
く
関
わ
り
、
会

を
代
表
す
る
一
人
で
あ
っ
た
清
水
晴
風
で
あ
っ
た
。」
と
も
指
摘
し

て
い
る
。

　

こ
こ
で
明
治
二
十
年
代
奈
良
古
跡
古
寺
社
調
査
に
随
行
し
ル
ポ
を

連
載
し
た
日
出
新
聞
記
者
金
子
錦
二
の
こ
と
が
想
起
さ
れ
る
。第
四
・

五
回
内
国
博
覧
会
と
審
査
な
ど
で
係
わ
る
こ
と
の
深
い
金
子
静
枝
で

も
あ
る
が
、
前
章
前
節
ａ
・
ｂ
で
指
摘
し
た
如
く
、
集
古
会
初
期
の

有
力
会
員
で
あ
っ
た
巌
谷
小
波
の
「
瞳
々
会
」
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で

あ
り
、
京
都
の
美
術
工
芸
商
工
業
者
と
緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た
記
者

の
ひ
と
り
で
も
あ
っ
た
。
金
子
と
水
木
に
は
接
点
が
な
か
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
、
今
後
の
調
査
を
期
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

集
古
会
の
諸
氏
に
し
て
も
大
阪
の
古
書
肆
鹿
田
を
介
し
て
知
る
こ

と
は
な
か
っ
た
か
、
な
ど
多
く
の
可
能
性
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
に
鹿
田
松
雲
堂
が
集
古
会
に
入
会
し
て
い
る
。
鹿
田

松
雲
堂
と
書
物
購
入
で
古
く
よ
り
縁
の
深
か
っ
た
水
木
で
あ
る
。
大
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阪
保
古
会
の
創
立
期
会
員
で
集
古
会
に
入
会
す
る
会
員
も
少
な
く
な

い
こ
と
を
考
え
る
と
集
古
会
の
存
在
を
既
に
明
治
三
十
年
代
の
前
半

に
知
る
機
会
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

結
び

　

近
年
、
奈
良
絵
本
の
点
数
は
膨
大
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
（
近

時
、
平
成
二
十
六
・
九
・
二
〇
～
二
三
、
石
川
透
氏
主
催
の
「
京
都

で
作
ら
れ
た
奈
良
絵
本
・
絵
巻
」
公
開
展
示
講
演
会
が
あ
っ
た
）。

そ
の
う
ち
の
少
な
か
ら
ぬ
数
量
は
、
近
世
中
期
以
降
の
正
に
明
治

三
十
五
年
刊
『
文
芸
倶
楽
部
』
表
紙
の
奈
良
扇
絵
の
「
筆
触
・
彩
色
」

に
重
な
る
古
雅
・
素
朴
な
横
型
本
で
あ
ろ
う
。
こ
の
範
囲
に
収
ま
る

絵
本
は
、
敢
え
て
云
う
な
ら
ば
、
明
治
三
十
五
年
以
降
の
す
な
わ
ち

歌
川
国
松
描
く
と
こ
ろ
の
奈
良
扇
絵
と
の
「
類
似
」
か
ら
来
る
“
奈

良
絵
”
風
な
絵
入
り
写
本
で
あ
る
。
そ
う
し
た
判
断
の
基
準
は
明
治

四
十
年
代
前
後
以
降
、
東
京
を
含
め
た
趣
味
家
・
蔵
書
家
と
そ
の
周

辺
の
学
者
の
間
に
自
ず
と
醸
成
さ
れ
た
〝
共
通
理
解
〟
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

　

宮
本
摺
衣
の
指
摘
の
通
り
「
奈
良
絵
本
の
名
に
就
て
は
未
だ
其
起

源
を
知
ら
ず
と
雖
も
、
蓋
し
其
巻
中
の
挿
絵
の
画
風
に
よ
り
て
而
か

名
付
し
も
の
な
る
が
如
し
。」

「
画
風
は
土
佐
絵
…
の
優
美
鮮
麗
な
る
極
彩
色
の
も
の
に
し
て
（
但

し
随
分
粗
末
な
る
も
の
多
し
）
金
銀
箔
、
金
銀
泥
、
緑
青
、
群
青
、

白
群
、
丹
朱
、
胡
粉
等
の
絵
具
を
用
ゐ
頗
る
美
麗
を
極
む
、
…
…
而

し
て
之
を
奈
良
絵
と
称
せ
し
は
何
故
な
り
や
詳
な
ら
ず
、
奈
良
絵
に

就
て
は
全
く
智
識
を
有
せ
ざ
れ
ど
、
今
扇
面
な
ど
に
か
け
る
奈
良
絵

と
は
異
な
る
も
の
ゝ
如
し
、」

　

と
く
に
引
用
の
最
後
に
「
今
扇
面
な
ど
に
か
け
る
奈
良
絵
と
は
異

な
る
も
の
ゝ
如
し
、」
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。
も
と
も
と
奈
良

絵
本
の
呼
称
の
最
古
の
用
例
は
、
水
谷
不
倒
『
明
治
大
正
古
書
価
之

研
究
』
所
載
明
治
三
十
五
年
の
条
に
「
御
伽
草
子　

奈
良
絵
本　

土

佐
風
の
画　

着
色
五
十
余
入
」・「
文
正
草
子　

奈
良
絵
大
本　

土
佐
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画
三
十
枚
入
」
と
あ
る
「
奈
良
絵
本
」「
奈
良
絵
大
本
」
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
「
土
佐
風
の
画
」「
土
佐
画
」
で
あ
る
。
明
治
三
十
五
年

の
大
阪
、
明
治
四
十
年
の
東
京
に
お
い
て
期
せ
ず
し
て
「
土
佐
絵

（
画
）」「
土
佐
風
の
画
」
を
指
し
て
「
奈
良
絵
」
と
す
る
の
で
あ
る
。

あ
る
い
は
、
明
治
の
三
十
年
代
後
半
の
一
時
期
に
は
、
江
戸
初
期
に

認
め
ら
れ
る
豪
華
な
縦
型
の
大
型
奈
良
絵
本
な
ど
を
指
し
て
使
用
さ

れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
に
入
れ
て
お
く
べ
き
か
も
し
れ
な
い
が
、

こ
れ
以
上
は
全
く
手
が
か
り
も
な
く
、
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
話
で

あ
る
。

　

水
谷
不
倒　
『
明
治
大
正
古
書
価
之
研
究
』
が
活
用
し
た
主
要
資

料
類
に
つ
い
て
肥
田
晧
三
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
昭
和
三
十
六
年
の
秋
、
私
の
三
十
一
歳
の
時
で
あ
る
。『
日
本
古

書
通
信
』の
大
阪
の
中
央
堂
書
店
の
出
品
目
録
に
鹿
田
松
雪
堂
の『
書

籍
月
報
』
と
『
古
典
聚
目
』
合
計
百
四
十
冊
が
載
っ
た
。『
書
籍
月

報
』
は
明
治
二
十
三
年
に
第
一
号
を
出
し
、
以
後
、
古
書
籍
の
通
信

販
売
目
録
と
し
て
続
刊
、
明
治
四
十
二
年
『
古
典
聚
目
』
と
改
題
、

昭
和
十
八
年
二
月
ま
で
全
部
で
百
五
十
六
冊
に
及
ぶ
、
こ
の
業
界
で

最
も
重
ん
ぜ
ら
れ
る
書
目
で
あ
る
。
水
谷
不
倒
の
名
著
『
明
治
大
正

古
書
価
之
研
究
』（
昭
和
八
年
刊
）
は
こ
の
鹿
田
目
録
を
参
照
、
引

用
す
る
こ
と
で
完
成
し
た
著
述
で
あ
る
。『
古
書
通
信
』
に
出
た
の

は
、
創
刊
第
一
号
か
ら
の
数
冊
を
欠
き
、
完
全
揃
い
で
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
私
は
和
本
の
こ
と
を
も
っ
と
深
く
知
り
た
く
、
ど
う
し
て

も
こ
れ
を
手
に
入
れ
た
い
と
思
っ
た
の
だ
が
、
な
に
ぶ
ん
高
価
で
、

貧
乏
書
生
に
と
っ
て
は
た
や
す
か
ら
ざ
る
事
態
で
あ
る
。
で
も
、
江

戸
時
代
に
ど
の
よ
う
な
書
物
が
ど
れ
位
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ

の
目
録
の
全
冊
に
眼
を
と
お
し
た
ら
、
そ
の
流
れ
が
手
取
り
早
く
勉

強
で
き
る
の
で
は
と
直
感
、
か
な
ら
ず
大
き
な
教
示
を
う
け
る
に

ち
が
い
な
い
と
確
信
し
て
、
無
理
を
し
て
入
手
し
た
の
で
あ
る
。」

（
四
元
弥
寿
著
『
な
に
わ
古
書
肆　

鹿
田
松
雲
堂
五
代
の
あ
ゆ
み
』

〈
二
〇
一
二
・
一
一
〉
所
収
「
鹿
田
松
雲
堂
と
私
」）

　

こ
の
記
述
の
中
に
答
え
は
埋
ま
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
も
は

や
掘
り
起
こ
し
て
説
き
示
す
こ
と
の
で
き
る
人
は
誰
一
人
と
し
て
い

な
い
。

明
治
三
十
年
代
の
古
書
・
骨
董
業
界
に
お
い
て
も
大
型
奈
良
絵
本
に
、

“「
な
ら
の
も
の
」
の
絵
本
”
が
当
て
嵌
ま
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
聞

き
伝
え
も
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
（
京
都
で
十
七
世
紀
製
作
と
推
定
さ

れ
る
絵
本
に
は
、
十
分
有
効
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
）。

　

こ
と
の
序
に
奈
良
絵
本
の
生
成
の
現
場
を
知
っ
て
い
た
一
人
か
と

推
測
さ
れ
る
、
明
治
三
十
六
年
集
古
会
入
会
の
水
谷
不
倒
の
東
京
へ

の
転
居
通
知
の
葉
書
を
の
せ
て
お
く
。
以
っ
て
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
と

し
た
い
。
水
落
露
石
宛
て
の
も
の
で
あ
る
。
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本
稿
に
と
り
あ
げ
た
〝
月
曜
会
〟
と
集
古
会
と
の
か
か
わ
り
を
端

的
に
語
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。『
集
古
』（
昭
和
十
八
年
第
貮
号
）

に
集
古
発
行
責
任
者
木
村
捨
三
が
寄
せ
た
「
暁
杜
翁
を
憶
ふ
」
と

題
し
た
小
山
源
治
（
集
古
会
々
員
）
追
悼
の
一
篇
に
認
め
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
。
小
山
源
治
は
、
国
文
学
史
上
、
上
田
秋
成
に
関
す
る

資
料
蒐
集
並
び
に
秋
成
顕
彰
で
き
こ
え
た
趣
味
家
で
（
木
越
治
氏

「
藤
岡
作
太
郎
と
上
田
秋
成
・
序
説
」〈『
上
智
大
学
国
文
学
論
集
』

二
〇
一
一
・
一
〉）、
森
琴
石
と
の
博
物
学
を
通
じ
て
の
交
流
で
も
知

ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
趣
味
家
グ
ル
ー
プ
間
の
交
流
と
そ
の
豊
饒
な
〝
実

り
〟
に
つ
い
て
、「
研
究
史
の
交
点
―
庭
つ
づ
き
の
「
学
問
領
域
」
―
」

と
題
し
て
口
頭
発
表
（
サ
ン
ト
リ
ー
文
化
財
団
研
究
助
成
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
：
第
二
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
大
衆
的

図
像
の
視
覚
文
化
論
」、
平
成
二
六
・
一
二
・
二
七
於
同
志
社
大
学
良

心
館
三
〇
五
室
）
を
了
え
、
近
く
活
字
化
を
予
定
し
て
い
る
。
主
と

し
て
大
野
麦
風
の
大
正
十
五
年
の
〝
活
動
〟
と
大
大
阪
・
博
覧
会
な

ど
の
〝
動
き
〟
と
の
関
連
に
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
参
照
頂

け
れ
ば
幸
で
あ
る
。

（
ま
き
の　

か
ず
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）

　
　
　
　
　

＊　
　
　

＊

　

な
お
本
稿
は
、
平
成
二
十
六
年
度
科
学
研
究
費
（
挑
戦
的
萌
芽
研

究
：
課
題
番
号
二
四
六
五
二
〇
四
九
）
助
成
に
拠
る
研
究
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

　

ま
た
、
奈
良
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
関
連
資
料
に
つ
い
て
閲
覧
・
書
影

掲
載
に
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
奈
良
県
立
図
書
館
情
報
館
に
感
謝
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。


